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が開講され、各年度の履修者数は 2017 年度が 39
名と 38 名の計 77 名、2018 年度が 35 名と 35 名
の計 70 名であった。このうち 2017 年度は 69 名、

















































































の平均値が A1、A3 共に 2.70 であったのに対し、















































Ｎ Ｍ SD Ｎ Ｍ SD
興味関心
A1 パソコン等の操作に興味がある 69 2.70 1.03 69 2.97 0.82 　2.99 ＊＊
A2 パソコンの授業は楽しい 69 3.00 0.92 69 3.35 0.76 　2.99 ＊＊
A3 パソコンを使うことに関心が高い 69 2.70 0.89 69 2.90 0.92 　1.84 †
意欲
A4 パソコンを使いたい 69 3.03 0.90 69 3.13 0.85 　1.07 n.s.
A5 情報機器演習の授業に積極的に取り組みたい 69 3.41 0.71 69 3.43 0.65 　0.29 n.s.
A6 この授業でパソコン操作が上達するようにしたい 69 3.70 0.52 69 3.72 0.45 　0.41 n.s.
A7 パソコンの授業はやる気が出る 69 2.81 0.82 69 2.97 0.87 　1.37 n.s.
A8 パソコンの授業で学んだ内容は、他の授業でも活用できる 69 3.39 0.66 69 3.49 0.67 　0.98 n.s.
A9 授業外でもパソコンの勉強をしたい 69 2.43 0.94 69 2.70 0.95 　2.25 ＊
操作能力
A10 パソコンの使い方はほとんどわからない（★） 69 2.93 1.01 69 2.58 0.98 －2.57 ＊
A11 パソコン操作は得意だ 69 1.88 1.00 69 2.10 0.98 　2.25 ＊
A12 パソコン操作に慣れている 69 1.97 0.96 69 2.28 0.90 　3.36 ＊＊
授業に対する
不安
A13 情報機器演習の授業は不安だ（★） 69 2.84 0.99 69 2.45 1.07 －2.37 ＊
A14 パソコンの授業は、一人の教員では不安だ（★） 69 1.68 0.84 69 1.99 1.03 　2.38 ＊
（★）は逆転項目を示す
表２　授業及びパソコン利用に関する調査結果（2018 年度）







Ｎ Ｍ SD Ｎ Ｍ SD
興味関心
A1 パソコン等の操作に興味がある 56 3.07 0.80 56 3.05 0.79 －0.21 n.s.
A2 パソコンの授業は楽しい 56 3.14 0.72 56 3.45 0.68 　3.45 ＊＊
A3 パソコンを使うことに関心が高い 56 2.93 0.92 56 3.07 0.82 　1.27 n.s.
意欲
A4 パソコンを使いたい 56 3.38 0.81 56 3.32 0.73 －0.62 n.s.
A5 情報機器演習の授業に積極的に取り組みたい 56 3.50 0.68 56 3.50 0.53 　0.00 n.s.
A6 この授業でパソコン操作が上達するようにしたい 56 3.59 0.53 56 3.64 0.52 　0.77 n.s.
A7 パソコンの授業はやる気が出る 56 2.91 0.76 56 3.09 0.76 　1.94 †
A8 パソコンの授業で学んだ内容は、他の授業でも活用できる 56 3.32 0.73 56 3.38 0.70 　0.50 n.s.
A9 授業外でもパソコンの勉強をしたい 56 2.82 0.83 56 2.61 0.94 －2.27 ＊
操作能力
A10 パソコンの使い方はほとんどわからない（★） 56 2.84 1.05 56 2.52 0.98 －2.42 ＊
A11 パソコン操作は得意だ 56 1.96 1.00 56 2.29 0.96 　2.68 ＊
A12 パソコン操作に慣れている 56 1.93 1.02 56 2.38 0.99 　3.51 ＊＊
授業に対する
不安
A13 情報機器演習の授業は不安だ（★） 56 2.86 1.03 56 2.32 0.95 －3.84 ＊＊























LMS を用いないクラスと LMS を用いたクラスの
比較を行うことが必要であり、通常の授業枠でこ
の比較実験を行うことはできない。しかし今回の












2017 年度と 2018 年度の結果について、それぞ
れの質問項目ごとに１要因参加者間計画による分
散分析を行ったが、すべての質問項目において


























B6 WATANABE LAB は情報の授業に効果的だ
B7 WATANABE LAB があると課題提出等に便利だ
B8 WATANABE LAB があるとやる気が増す
B9 WATANABE LAB のようなシステムを他の授業でも使えるようにしてほしい
B10 WATANABE LAB をもっと活用した授業をしてほしい
授業者の人数
B11 情報の授業を一人の教員ではなく、複数で担当してほしい
B12 WATANABE LAB があれば、授業担当者は一人でも大丈夫だ
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に便利だ」については 2017 年度、2018 年度共に
平均値が 3.7 ～ 3.8 と高い値を示している。また
B9「WATANABE LAB のようなシステムを他
の授業でも使えるようにしてほしい」について
































































図３ LMS の利用と効果に関する調査結果 
表４　LMS の機能に関する調査結果













C1 課題や資料が掲載されていること 56 3.71（0.45） 56 0 Ｐ＝ 0.000  ＊＊
C2 小テストの機能があること 56 3.52（0.57） 54 2 Ｐ＝ 0.000  ＊＊
C3 どのパソコンからでも課題を提出できること 56 3.68（0.50） 55 1 Ｐ＝ 0.000  ＊＊









































た授業実践を行った。2017 年度と 2018 年度の第
１回授業と第 15 回（最終回）授業において学生
に対してアンケート調査を実施し、授業実施前後
の学生の変容と LMS 利用に関する学生の認識に
ついて調査を行った。
アンケート調査の分析により、以下の点が明ら
かになった。
（１）授業の実施前と実施後について、学生のパ
ソコンに対する興味関心が高まり、またパ
ソコンの操作能力についても高くなったと
感じている学生が多いことが明らかになっ
た。一方で、パソコンの学修に対する意欲
を高めるまでには至っていないことも明ら
かになった。これらの結果が LMS を活用
した授業によるためのものであるのかにつ
いては判断できないが、LMS の活用が寄与
している部分もかなりあると思われる。
（２）LMS 利用に関する学生の認識についての調
査結果から、学生にとって LMS は効果的
で便利であると感じていることが明らかに
なった。また今回実施した１クラス 35 名～
40 名程度の学生数であれば、LMS があれ
ば授業担当者は一人でも大丈夫だとする意
見も多く、多様なレベルの学生が存在する
授業において LMS が効果的であることが
推測される。
（３）LMS の機能として特に学生が便利であると
感じたのは、授業資料の掲載や課題の提出
に関する機能であった。また、携帯やスマ
ートフォンでの利用や、他の授業において
の利用を希望する声が多いことが明らかに
なった。
今後の課題としては、情報機器演習の授業にお
いては学生の学修に対する不安を少しでも逓減さ
せるため、LMS をさらに効果的に活用していく
ための方策を検討していく必要がある。パソコン
の学修に対する意欲を高めていくためには、学生
に授業外での学修意欲を高めようとする能動的
な態度を育てる必要がある。LMS は学修意欲の
高い学生にとっても、発展的な学修の機会を与
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える場としても有効であると思われる。学生の
学修意欲を高めていくために、LMS を活用した
e-leaning とのブレンド型授業の実践や、反転学
習、アクティブ・ラーニングとの連動についても
検討していきたい。
LMS は現在、本学においては情報機器演習の
授業だけで利用されてきたが、今後は他の授業等
においても授業資料の提示や課題の提出場所とし
ての活用が望まれる。そのためにサイトの URL
を https://saitamatoho.net/ に改め、スマートフ
ォンでも閲覧しやすいように機能の改良を行って
いる。寺田・末永（2015）は今後スマートフォン
やフィーチャーフォンの普及に合わせたコンテン
ツ作りも重要であることを指摘している。LMS
には多様な機能が備わっているが、それらが利用
されなかったり学生に周知されていないと有効に
活用することができない。他の授業等での活用を
進めるためには、複数の教職員が LMS を活用し
やすい環境の整備についても進めていく必要があ
る。
注
１）株式会社ｅラーニングサービス
http://www.e-learning-service.co.jp/
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